
聯
蛤
柵

…叢

費

上

税

の
本
質
及
長

所

・

日
本

経

済

史

の
特

性

・
…

:

:

・

耐
〃激

肚
會

改
造
哲
學
及
び
連
帯

思
想

:

偵
値

の
類
型

と
個
性

・
・

時

外
酬

支

那

の
産
業

に
封
ず

る
投
資

・
・

税
法

の
新
改
正

を
論
ず

・

一説

苑

婚
姻
年
齢
の
統
計
的
研
究

…

雑

録

東
京
市

の
水
面

人

口
及
所
帯

:

・

炭

鑛
勢
働
者

の
生
計
状
態

・
・

附

鋒

本
誌
第
十
六
巻
網
…目
録

・

.
注
學
博
士

.
海

學

士

.
文
學
博
士

.
法

學

士

神

戸

正

雄

本
庄
榮
治

郎

米

田
庄
太
郎

恒

藤

恭

・
・注
學
博
士

戸

田

海

市

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

.
経
済
學
士

岡

崎

丈

規

・
法
學
博
士

財

部

一静

治

・
法
學
博
士

河

田

嗣

郎

.

り

. 幽 』.曲・伍..



錬

.

7

東
京
市
の
水
面
人
口
及
所
帯

財

部

静

治

大
正
九
年
十
月

一
日
午
前
零
時
の
現
歌
を
標
準

こ
し

て
、
賓
査
さ
れ
元
る
企
國
風
勢
調
査
の
結
果
は
、
同
年

の
競
そ
の

一
小
部
分
獲
表

さ
れ
た
る
の
み
に
て
、
詳
し

き
原
表
は
今
術
未
刊

に
騙
す
、、
然
る
に
東
京
市
臨
時
市

勢
統
計
課
に
あ
り
て
は
、
障
年

一
月
以
來
東
京
市
市
勢

統
計
原
表
第

一
乃
至
第
三
巻
及
第
四
巻
上
下
を
殿
好
し

・

明
治
四
十

　
年
施
行
市
勢
調
査

の
結
果
ε
相
待
ち
て
、

明隼丸正大 年一十四洽

く【920)(1908)

口 人 所 口 入 所
帯 帯

計 女 男 取 計 女 男 徽
　 む ヨ

<<八 δ δ δ所一
会 二 灸 穴 畳 梵 天 圏帝人
　 　 ソね 　マ 　 　

犬E三 九 ε £ 盆 バ所 二
渠 爽 巷 天 歯 茜 琶 空帯八
二　 カ　　 ピ ユ

δ ゼ 三 六 』 ブこ_二6所 三
悪 完 美 金 鍔 ム 尖 莞帯人
　 フキ 　 ロロ 　

粛 六 く 瓢 δ £ 二 註所四
其 昔 柔 究 冒 暑 夏 石帯人

知 圏 瓢 一 β δ 酋 宮所五
蓋 ≡:二 念 香 嚢 量 天帝人

四 二 齢.ミ 五 一二議所 六
突 鼠 茜 交 合 西 交 合帯人

難

藻

東
京
市
の
水
面
人
口
及
世
帯

七

人

所

帯否む

0
一査

七
三一七

六
〇

亮=
九

八
人

所
帯垂

二
三六堂

四
〇
八五童右四

〇
貴
重
な

る
研
究
資

料
を
授

け

つ
、
あ
り
、
吾
人

は
近
目

無
雑

作

に
之
を
播
護
せ

る
際

、
本
題
目

に

つ
き
聯

か
興

味
を
鍋

え
し
儘

、
此
短
編
を
草
す

る

こ
ε

、
せ
り
℃

水
面
歴

域
の
住

艮

に
就
き

て
は
、
第

一
回
国
勢

調
査

に
際

し
、
諦
地
方

に
之

あ

る
の
事
實
を
看

取
し
、
施

行

命

に
よ

る
普
通
規

則
の
例
外

こ
し
て
、
特

別
調

査
、
水

面
匿
域
調
査
手
纏

準
則
を
設
け
た

る
が
、
東
京

市

に
あ

り

て
ば
之

に
先

だ
ち
、
明
治
四
十

一
年

の
調
査

(+
月
一

目
午
前
零
時
現
在
)
に
あ
り

て
も
、
既

に
之
を
調
査

し
た
り

今
先

づ
再
調
査

の
結
果

を
左

に
摘
録

せ
ん

か
、
東

京
市

一
水
面
人

口
及
所

帯
敷
並

に
そ
の
構
成

は
(演
所
帯
だ
含
ま
ず
)

一
次

の
如

し
。
〔明
治
四
「
[
年
施
行
東
京
市
市
勢
調
査
原
表
、
第
}
巻

四
及
五
頁
参
照
、
大
正
九
年
分
ば
東
京
市
市
勢
統
計
原
.表
、
第
一
巻
者
匠

湖
水
画
人
口
吸
所
帯
合
算
)

十
人

十
「
人

十
二
人

十
三
乃

至

†
六

乃

至

所
帯

所

帯

所

十
五
人
所
帯

三
十
人
新
帝

.

九
八

所
帯

二九
二
栄塁

一萎
二八一

〇
一
八

【三
=晃=

一言

三
二
』冗二

二
躍=

¥¥[� ｯ��

4七

第

十
六
巻

(第

六

號

=
二
九
)

一

7
0

[一士

r

総

鍛

=

壽

君

素

…己
ん

[
一
ε

、
(
倉

一

仁
、
只

七

三

〇

看

、
九
八
四

(
イ
)

・
.
i
三
、
三

九

1

「

護

三
五

i
1

二
、
七
言

1

㌣
雲

?
)

噌



難
儒
者

録

東
京
市

の
水
面
人
口
及
所
帯

第
十
六
巻

膚第
六
號

一
四

〇
)

一
〇
二
八

(
イ
)

原
表
第

一
魅
総
説

中
(
五
頁
)
前
後
十
二
年
間

の
所
帯
数
及
人
口
増
加

奄
示
ぜ
ろ
葬
車
、
水
面
人
口
入
、
六
〇
九
所
帯
鱗

三
、
二
六
二
乏
し
て
示
さ
ろ
＼
は
、
準
所
帯

か
合
算
ゼ
る
も
の
な
呼
。

右
の
表

に
つ
き
二
年
次

の
結
果
を
比
較
す
る
に
、
そ

の
相
違
鯨
b
に
著

し
き
は
、
直
ち
に
之
を
獲
見
し
得

べ

し
、
即
ち
(
-
)前
調
査
の
結
果
は
人

口
及
所
帯
敷
面

つ

な
が
ら
、
後
調
査

の
結
果
に
比
し
、
著
し
く
人
な
る
敷

を
示
す
こ
ご
、
〔2
)
前
者
に
よ
れ
ば
水
面
に
も
、
十
人

以
上
の
大
所
帯
勘

か
ら
ざ
る
を
示
す
も
、
後
者
は
然
ら

ざ
る
こ
ご
、
(3
)
前
者

に
よ
れ
ば
人
口
中
男
数
超
過
の

割
合
、
後
者
に
比
し
て
篭
か
に
人
な
る
こ
ξ
等
は
黙
り

惟

ふ
に
是
等
の
相
違
た
る
、
前
後
十

二
年
間
に
水
面
入

口
及
所
帯

に
、
惹
起
さ
れ
把
る
實
際
攣
邉
を
示
す
ご
す

べ
き
よ
り
も
、
前
後
調
査
苧
績
に
相
違

の
黙
あ
b
し
が

た

め
に
、
惹
起

ざ
れ
た
る
も
の
多
か
る
べ
し
.
そ
は
統

計
書
「
明
治
四
十

一
年
東
皐
市
市
勢
調
査
概
数
表
」
凡
例

五
に

「
港
湾
河
川
其
他
水
面
は
.
調
査
万
法
等
陸
上
ご

興
趣
を
異
に
し
、
+
五
旺
別
ε
な
し
難
さ
に
依
り
、
共

人
口
は
総
数
の
部

に
水
石
こ
し
て
、
之
を
掲
ぐ
る
に
止

め
た
り
」

`
謂
ひ
、
又
市
勢
調
査
執
行
規
程
第
二
十

一

條
中

一,本
市
の
匠
域
に
し
て
、
水
上
警
察
署
の
管
轄
に

庸
す

る
場

所

の
調
査

は
、
本

規
程

に
依
ら
ず

、
臨
時
市

勢
調
査
局

長
硬
宜
之
を
執
行

す
L

ざ
せ
る
に
謝

し
、
大

正
九
年

に
は
前

説
準
則

に
則
り

、
水

面
に
も
調

査
匠

を

設
け

て
調

査
せ

る
よ
り
、
.自

か
ら
實

査
よ

明
後
精

粗

の

別
を
、
生

じ
た
ら

ん
ご
考

ふ
る

に
よ
り

て
も
、
推
測

し

裡
叫
べ
き
所
…な
り
、
現

に
後
調
査

の
結

果

に
あ
り

て
は
や

原
表
第

一
巻

凡
例

二
に
明
言
せ

る
如

(

「
特
別

水
町
調

査
阯
域

は
、
真

庭

町
別

の
最
終

に
水
面

こ
し
て
之
を
掲

載
せ

り
」
之

を
そ

の
谷
底
別

に

つ
き
察
す

る

に
「
.航
布

赤

以
,
四
谷
、
本
郷

、
下
谷

の
五
睡

に
あ
り
て
は

、
水

面
人

口
及
所
帯

を
全
く
見

す
、
襲

隙
の
十
置

叩
水
面
所

帯
及
人

口
の
絡

数

に
黝

し
、

一
割
以

上
の
数

を
、正
せ
る

匪
は
、
.深
川

「所
帯
扱
く
五
三
、人
目
二
、二
五
五
)
京
橋

(所
帯
数

七
四
四
、人
μ
「
、
七
=
ハ)
日
本
橋

所
帯
徽
五
六
七
、人
旦

、
玉

Q
九
)
本
所

「所
蒔
数
四
三
〇
、
人
ロ
一
、
=

九
)
の
四

匿
な

り
。

大
正
九
年

†
月

・】
日

の
東

京
市
水
面
人

口
絢
数

は
、

前
表

に
示

せ
る
如
く
七

八

五
五
人
な
り

、
之

を
同
期

に
於
け

る
市
現

在
人

口
二
、
〇
七
九
、

一
〇
七

人

に
比

、



ず

む
に
、
二

酉
五
十
分

の

へ
に
及

ば
す

、
そ

の
所

帯
数

三
、

一
五
九
を

.
同

期
の
市
現
在
普
通
所

帯
激

四
五
二

四
〇
七

に
比
す

る
に
、
約

百
五

十
分
の

]
な
り
、

さ
れ

ば
単
純

に
敷

の
多

少
よ
り
考
察
す

る
ご
き
は
、
幣

制

の

注
意
を
惹
く

こ
ご
な
し

ご
錐

も
、
五
口
人
が
特
に
注
意
を

促

さ
ん
蓬
欲
す

る
は
、
r藪

に
あ
ら
す

し

て
他

に
在

り
、

そ
は
即
ち

そ
の
所
帯
構

成

の
特
色

に
.あ
り

、
.こ
は
全
市

一
普

通
所
帯
季
均
人

口
が
、
四
、六
な

る
に

(原
表
第

一巷
総

説
六
頁
参
照
)

水
面
人

口

に
あ

り
て
は

、

一
所

帯
李

均
二

五
入

(原
表
第

一谷
総
説
七
頁
に
に
、
二
、
六
人
ピ
あ
ゆ
、
相
違
妊
b

事
由
に
前
表
備
考
参
照
)

な

る
に
よ
b

て
、
略
推
知

さ

る

べ

き
所

な
り
、

さ
れ
ざ

そ
の
眞
相

を

一
居
明

か
に
す

る
た

め
、

一
層
詳
細

に
所
帯

の
構

成
を
察

す

る

こ
ご

＼
せ
ん

に
、
絢

所
帯
及
総
人

口
沓
百

に

つ
き
、
左

記
諸
所
帯
階

級
に
於
け

る
所
帯
及
人

口

の
割
合
次

の
如
し

金
巾
に
っ

き
て
は
前
記
総
説
=
二
頁
参
照
、
水
面
に
つ
音
て
に
前
表
よ
り
算
出
、
明

治
圏
十
[
年
分
ば
東
京
市
勢
調
査
比
例
篇

一三
及
一
五
頁
よ
リ
抄
録
)

一
人

二
人

三
入

四
人
.
.五
人

以
上
.計

全

市

所
帯%

所
帯
藪

穴
二
六

人

目

丁
訂西

六E所.
人 人%帯
九 四

三大 所
三λ%帯層湘 ユ

西茶 所
貞心%帯一A

雑

録

東
京
布
の
永
画
人
口
底
所
帯

%
三
・苫

一四
・空

%
六
て

二

巴

.口囲

水
面
漸
載

.葦
=
疑
難

u曙盤

軟

水

血

(明
治

四
所

帯

数

=
・亮

三

る
凪

一九
・四
一

九
・乗

†

一
年
調

査
)

人

口

三
・三五

最

先
=

画
素
…巳

蓋
・究

九 四_温

二 四 ル ツ口
固 唱 【」;

〈 ブuゴ]力
八 プr一 門

・ヒ二四 プ{・ゆ
ル 宍 大 智

看

る
可
し
、
大

正
九
年

に
於
け

る
全
市
普
通

所
帯
構

成

に
あ
り

て
は
、
諸
所

帯
階

級
中
最
多
数

を
示

す
も

の

所

帯
撒

に
於

て
三
人
所
帯

、
人
匠

に
於

て
五
人
所

帯
及

四

人
所
帯

な

る
に
反
し

,
同
・牛
水
面

に
あ

り
て
は
所

帯

激

し
於
て
二
人
勝
継
反

軍
猫
所

帯
、
人

口
に
於

て
三
人

所

帯

及
二
人
所

帯
.
大
な

る
割

合
を

ぶ
す
馬
從

ひ
て
又

所

帯
員
五
人
以
下
な

る
.、
所
帯

の
み

に

っ
き
て
見
.る
も
.

全
市

ε
し
て

は
漸

く
継
人

口
の
年
撒

鵬
を
、
夫

零
所
帯

に
包
容
す

る
に
過
ぎ
ざ

る

に
拘
は
ら
ず
、

水
画

に
あ
り

て
は
全
水
面
人

口
の
九

割
以

上
、
.そ
の
中

に
包

容

せ
ら

る
、
之
を
同
艦

載
内

の
所
帯
敷

に
徴
す

る
に
、

そ

の
割

合

は

一
層

多
一

、
即
ち
九
割
⊥
ハ
渉

猷

を
示

す
、
而

し
て

そ
の
構

成
系
列

は
、
明
治
四
ナ

}
年
調
査

の
結

果

に

つ

き
て
察
す

る
も

、
大
禮

に
相

違
す

る
所

尠
し
、
夫

れ
、

「
現
在

及
近

き
過
去

に
於
て
、
親

族
所
帯

の
敷

及
大

さ

減
退

の
、傾
向

あ
り
、
從

ひ
て
家
族

の
原
子
化

舜
邑

標
器

〉
叶o
ヨ
三
門E
西

そ
の
歩
を
進

め
つ
エ
あ
り
」

(拙
著
国
勢
調

第
十
六
巻

(第
六
號

[
四

一
)

一
〇
二
九

、

■



雑

繰

東
京
市
の
水
面
八
目
及
所
帯

お

ニ

査
問
題
講
話
二
九
三
頁
蓼
照
)
ε
は
、
多
く

の
人

に
よ
り
想
像

一

一
せ
ら

る
、
所

な

る
が
、

こ
は
第

一
回

国
勢
調
査

の
結
果
…

普
通
所
帯
準
所
帯
を
逼
算
し
・

一
所
帯
の
竿
均
人
呈

[

「
概

し
て
大
郷
市
を
包
有
す

る
地
方

に
、
所

帯

の
小
な
.

る
も

の
多

く
」
「
近
畿
中

国
及

四
國
は
何

れ
も
四
、
六
人
」

に
し
て
、
全
國

〔道
府
懸

の
牛

均
五

人
よ
り
も
低

く
、
文

京
京

市
が
同
様

に
四
、
入
人
を
.溢
す

に
よ
り

て
も
、

　
慮

は
首
肯

さ
れ
得

べ
き
所
な

b
、

へ国
勢
調
査
速
報
五
貝
前
記
原

義
第
一巻
六
頁
参
照
〕
而

も
亦

か

、
る
家
族

の
原

子
化
は
、

右
水

面
入

口
の
所

帯
構
成

に
あ
り

て
は
、
極

め
て
鮮

明

に
之
を
窺
は

し
む

、
そ

の
総
所
帯
敷
中

二
人
所

帯
及
軍

畑麹
所
帯
多

き
は

、
水

面

の
生
活

が
自
由

叉
は
放

浪

の
氣
…

分

に
・、
霞

め
る
を
示
す

も
の

に
弄

す

し
て
何
ぞ
や
、
文

目

大
・所
帯
乏

し
き
は
、
家
族
團
膿

親
族

團
膿

ご
し
て
の
安

泰

連
綿
性

、
水
上
生
活

に
薄

ら
げ
る
を
示
す
も

の

に
非

赤
し

て
何

ぞ
や
、

こ
の
趣
旨

把

る
所

帯
内
男
女
別

に
閲

す

る
、
計

数

に
よ
れ
ば

一
層

強
一
立
謹

せ
ら

る

、
が
如

き
,心
地
す

、
即
ち
各
所

帯
階

級

起
於

て
男

百
に
封
ず

る

攻

の
劉
倉

風
教

の
如

し
。
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十
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山バ
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四
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一
人
所
帯

%

四四
垂
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三

二
人
所

得
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壁
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「
現
時

に
於
け

る
都
督
生
活

・し
し

て
、

な
ら

ん
」

ざ
す

べ
き

が
如

く

軍
濁

所
帯

に
於
け

る
女

の
割
合
は

、

.

の
普

通
態
様

に
比
す

れ
ば
、

べ
し

、
さ
れ
ご
水
面

に
於

け

る
軍
猫
所
帯

に
め
り
て
は

そ

の
不
孝

均

一
暦
甚

だ
し
く
、
否
留学
ろ
男

の
猫

占
場

裡

ε
観

す
る
も
、
差
支

な

き
に
似

た
り
、
次

に
二
人
風
帯

に
於

て
、

全
市

の
材

料

が
男
女
卒
数

に
近
き
を
示
す

は

そ

の
二
人
所

帯
中
の
大
部

分
が
、
夫

婦
所

帯
た

る
が
網

な

る

べ
し

ε
想
像

せ
し
む

る
も

、
水
面

人
口

に
あ
b

て

は
、
藪

に
も
亦
女

の
割
合
著

し
く
少
く
、
そ

の
女
尠

き

の
事
實

は
、
組
成
人
員
多

き
所

帯
階
級

に
進

む

に
從

ひ

そ

の
割
合
を
緩

和
せ
し
む
ε
す

べ
き
に

拘

は

ら

す

、

.
水

面
所
帯

の
大

部
分
を
青

む

る
、
五
人
所
帯

以
下

の
諸

所

帯

に
通

じ
て
、

一
様

に
示

さ
る

、
所

た

り
、

こ
は
全

一

市
人

口

上
三
人
風

帯
に
歩
数

超
過

を

示

し
、

四
入
所

[叢

上
大
所
帯
進

む
に
從
ひ
・
女
の
響

漸
減
著

三
八
所
帯

四
人
所
帯

五
人
所
帯
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蓋

し

當

然

の

事

、

東

京

全

市

に

め

り

て

も

一
般

人

口

男

女

別

著

し

く

少

な

し

ご

議

し

得

『
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〇

一
般

現
象

ε
そ
の
趣
を
異

に
窟

、
(前
謁
原
表
第
一巻

[
五

頁
参
照
)
看
る
可
し
水
面
人

口
男

女
別
の
構
成

が
、
新

開

地

に
普

通
に
示

さ
る

べ
き
ぢ

の

に
似
た

る
を
、
唯
睦

面

ご
水
面

・し
は
、
自

か
ら
住
民
相

互

の
交

通
接
綱
上
、

難

易

の
別
あ
る

べ
き
を
以

て
、
新

開
地

に
於

て
往

々
横

溢

す

べ
き
、
索
寞

殺
伐

の
氣
風
脅

し
く
水

面
生

活

に
窺

は

る

べ
き

か
、
俄

か
に
之
を
断

じ
得

べ
き

に
非

す

、
若

し

夫

れ
現
代
批

會

の

一
部

に
、
放

漫
浮
華

の
風
行
は

れ
、

俗
歌

「
死
漁

る
も
生
き

る
も

ね

一

お
』田
、
水

の
流

れ

ざ

何
塑

る
、
籠

れ
も
お
前
も

利
根

川

の
、
船

の
船
頭

で
暮

さ
う

よ
」
昌

ん
に
流
行

し
、
男

女
自
由

の
結

婚
否
共

同

生
活
及

別
離

が
、
理
想

ピ
現
實

ピ
の
問

に
、
彷
窪

し

つ

、
あ
る

こ
己
を
、
窺
は
し
む

る

】
部
新

人
も
存

在
す

る

に
際

し
、
東

京
市
の
水
面
生
活

を
以

て
、
如

何
な

る
程

迄

是
等
新

人

の
仙
郷

親

し
得

べ
ぎ

か
を
,
探

究

せ
ん

ε

徹

せ
ば
、
進

み
で
水
面
人
口

の
年
齢

捌
、
配
偶
關
係
別

、

職
業

別
等

に
、
研
究

の
歩
を
進

む

る
を
可

ε
す

べ
き
も

、

吾
人
は

そ
の
研
究

を
他
日

に
譲

る
ε
共

に
、

全
国
各

地

国
勢
調

査
の
結
果
、
特

に
水
面

人
口
調

査

の
結
果
速

か

に
獲
表

さ
れ

ん
こ
ご
を
、
渇
望

せ
す

ん
ば
非
す

〔完
)

薙

無

東
京
市
の
水
画
人
口
及
翫
馨

.
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